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論 

文 

要 

旨 
学
位
論
文
題
目[

江
戸
後
期
日
本
漢
文
学
硏
究 

―
斎
藤

拙
堂
・
頼
山
陽
・

頼
春
水
・
頼
杏
坪

を
中
心
に

―

］ 

直
井
文
子 

日
本
漢
文
学
と
い
う
分
野
は
、
日
本
人
が
隣
国
で
あ
る
中
国
の
漢
字
文

化
を
受
容
し
、
自
国
の
文
化
と
し
て
発
展
さ
せ
て
き
た
も
の
で
、
日
本
文

学
と
中
国
文
学
と
の
間
に
位
置
す
る
と
い
う
二
重
性
を
持
つ
。
各
時
代
の

中
で
江
戸
後
期
は
、
漢
詩
文
作
家
も
作
品
も
最
も
充
実
し
た
時
期
で
あ
る
。 

本
論
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代
の
知
識
層
か
ら
斎
藤
拙
堂
、
頼
山
陽
、
頼

春
水
、
頼
杏
坪
の
四
名
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
表
わ
さ
れ
た
文
学

的
思
考
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
四
名
を
選
択
し
た
理
由
は
、
ま

ず

彼

ら

の

漢

詩

文

作

品

が

文

学

的

鑑

賞

に

十

分

に

堪

え

得

る

も

の

で

あ

り
、
ま
た
彼
ら
の
社
会
的
立
場
は
当
時
の
典
型
の
一
つ
と
言
え
る
が
、
そ

の
地
位
に
至
る
過
程
等
が
、
典
型
か
ら
少
し
外
れ
た
様
相
を
呈
し
て
お
り
、

更
に
そ
の
連
関
が
見
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

第

一

編

で

は

津

藩

藩

儒

と

な

っ

た

斎

藤

拙

堂

の

詩

文

に

つ

い

て

検

討

し
た
。
第
一
章
で
は
拙
堂
の
代
表
作
で
あ
る
『
拙
堂
文
話
』
を
中
心
と
し

て
彼
の
作
品
を
分
析
し
、
中
国
中
唐
期
の
韓
愈
を
端
緒
と
し
て
秦
漢
の
文

へ
遡
れ
、
と
い
う
拙
堂
の
主
張
の

、
当
時

に
お
け
る
意
義
を
考
察
し
た
。 

第
二
章
で
は
拙
堂
の
紀
行
文
と
、
中
年
か
ら
力
を
注
い
だ
と
い
う
詩
と

を
分
析
し
た
。
拙
堂
は
紀
行
詩
文
で
は
早
く
か
ら
、
更
に
詩
に
お
い
て
は

紀
行
以
外
で
も
自
己
の
心
情
を
思
う
ま
ま
に
表
現
し
、
従
来
の
道
徳
的
文
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学
観
よ
り
も
新
し
い
文
学
観
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

第
三
章
で
は
『
拙
堂
文
話
』
の
版
本
を
検
討
し
、
そ
の
改
作
の
課
程
と

出
版
統
制
な
ど
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
た
。 

第
四
章
で
は
山
田
長
政
、
浜
田
弥
兵
衛
、
鄭
成
功
の
伝
記
を
著
し
た
『
海

外
異
伝
』
に
つ
き
、
そ
の
特
徴
と
賛
否
両
評
、
儒
者
と
し
て
の
拙
堂
の
態

度
や
本
書
の
「
小
説
」
と
し
て
の
意
義
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。 

第
五
章
で
は
、
拙
堂
が
漢
詩
文
で
「
狂
」
字
を
使
用
し
た
意
図
を
分
析

し
、
彼
は
文
で
は
中
国
古
代
的
な
意
味
で
「
狂
」
を
使
用
し
、
詩
で
は
唐

代
以
降
の
意
味
に
近
い
形
で
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

以
上
を
踏
ま
え
、
第
一
編
の
結
び
で
は
、
拙
堂
の
意
識
の
中
で
の
儒
者

と
文
人
と
に
つ
い
て
論
じ
た
。 

第
二
編
で
は
、
藩
儒
の
後
継
ぎ
の
道
を
捨
て
て
市
井
の
儒
者
と
な
っ
た

頼
山
陽
の
詩
文
に
つ
い
て
論
じ
た
。
第
一
章
で
は
日
本
史
上
の
女
性
を
題

に
し
た
「
十
二
媛
絶
句
」
の
成
立
過
程
と
、
十
二
名
の
選
択
理
由
、
山
陽

の
女
性
観
、
儒
教
の
女
性
観
と
の
関
わ
り
を
考
察
し
た
。 

第
二
章
で
は
、
山
陽
が
広
島
や
京
都
で
仲
間
と
主
催
し
た
詩
社
の
在
り

方
を
検
証
し
、
山
陽
と
文
人
た
ち
と
の
交
友
の
一
面
を
明
ら
か
に
し
た
。 

第
三
章
で
は
、
山
陽
と
拙
堂
の
墓
碑
銘
等
の
書
き
方
を
比
較
検
討
し
、

そ
の
相
違
と
両
者
の
生
き
方
と
の
関
わ
り
を
論
じ
た
。 

第
四
章
で
は
山
陽
の
作
品
中
の
「
狂
」
字
を
検
討
し
、
脱
藩
し
て
「
狂
」

と
看
做
さ
れ
た
山
陽
が
生
涯
を
通
じ
、
「
狂
」
字
を

ネ
ガ
テ
ィ
ヴ

な
使
い

方
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
使
い
方
へ
と
変
化
さ
せ
た
こ
と
を
論
証
し
た
。 



3 

 

以
上
を
踏
ま
え
て
第
二
編
の
結
び
で
は
、
山
陽
の
中
の
文
人
趣
味
的
要

素
に
つ
い
て
論
じ
た
。 

第
三
編
で
は
山
陽
の
父
・

春
水
と
叔
父
・
杏
坪
の
詩
文
を
検
討
し
た
。

第
一
章
で
は
謹
厳
な
儒
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
春
水
の
漢
詩
に
、
華
や
か

に
見
え
る
人
生

と
は
裏
腹
に
、
孤
独
の
様
相
が
強
い
こ
と
を
考
察
し
た
。 

第
二
章
で
は
、
兄
と
同
じ
く
広
島
藩
儒
と
な
っ
た
が
郡
奉
行
に
転
じ
て

実
務
に
携
わ
り
、
七
十
五
歳
で
や
っ
と
致
仕
し
た
頼
杏
坪
の
詩
を
検
討
し

た
。
彼
に
は
閑
居
が
苦
し
み
で
あ
り
、
自
己
を
含
め
て
老
い
ゆ
く
人
人
へ

の
応
援
歌
と
し
て
も
詩
作
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
を
考
察
し
た
。 

第
三
章
で
は
、
杏
坪
晩
年
の
漢
詩
と
和
歌
と
を
併
記
し
た
作
品
を
検
討

し
た
。
彼
は
各
作
品
を
、
そ
の
場
に
相
応
し
い
形
式
で
創
作
し
た
の
み
な

ら
ず
、
本
書
に
お
い
て
は
漢
詩
と
和
歌
と
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
、
独
特

の
世
界
を
作
り
出
し
た
こ
と
を
考
察
し
た
。 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
第
三
編
の
結
び
で
は
、
春
水
と
杏
坪
の
「
狂
」
字

使
用
法
を
検
討
し
、
拙
堂
や
山
陽
と
比
べ
、
そ
の
文
人
意
識
を
考
察
し
た
。 

以
上
の
論
考
を
通
し
、

結
語
で
は
更
に
他
の
知
識
人
の

例

も
踏
ま
え
、

斎
藤
拙
堂
、
頼
山
陽
、
頼
春
水
、
頼
杏
坪
の
四
名
が
、
江
戸
後
期
と
い
う

時
代
に
伝
統
的
な
漢
詩
文
と
い
う
形
式
で
、
文
学
的
水
準
の
高
い
作
品
を

創
作
し
た
こ
と
、
儒
者
と
し
て
の
矜
持
を
保
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
程
度
は
異
な

る
が
文
人
趣
味
に
ま
で
流
れ
な
い
文
人
的
要
素
を
持
ち
、
現
代
の
精
神
に

通
ず
る
、
よ
り
自
由
な
意
識
を
持
っ
て
自
己
表
現
を
果
た
し
て
い
た
こ
と

を
論
証
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上 


